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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　 ：　有
　　（内容）
　　・ 法人税等の計上基準については、簡便法によっております。
　　・ 第３四半期におきましては、実地棚卸は行わず帳簿棚卸残高によっております。
　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　 ：　無
　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　　　 ：　無

２．平成17年3月期第３四半期財務・業績の概況（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年12月 31日）
　(1)  経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
17年3月期第３四半期 372,344 2.9 △ 1,796 - 4,318 - 2,038 -
16年3月期第３四半期 361,884 - - - - - - -

（参考）16年 3月期 476,156 △ 7,446 3,141 492

円　　銭 円　　銭
17年3月期第３四半期 52.40 43.75
16年3月期第３四半期 - -

（参考）16年 3月期 12.65 11.16
(注) １．売上高以外の四半期経営成績の開示は当四半期から行っているため、前年同四半期については記載しておりません。
　　  ２．売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]

　　当第３四半期におけるわが国経済は、輸出や生産がやや弱含むものの企業収益は回復基調をたどり、設備投資
　も増加いたしました。また、雇用情勢も依然厳しさが残るものの改善傾向にありました。しかしながら、個人消費は度
　重なる台風や天候不順によって伸び悩み、厳しい状況が続きました。
　　当家電販売業界は、夏場まではオリンピック需要と猛暑の影響で、薄型テレビやＤＶＤレコーダー、エアコンが好調に
　推移いたしました。それ以降もデジタル関連商品は順調な伸びを示したものの、頻発した台風や暖冬によって、総じて
　低調な推移をたどりました。
　　こうした状況の中、当社は店頭販売員にPDA（情報携帯端末機器）を携帯させることで販売効率を高め、需要予測型
　自動発注システムの活用による在庫効率の向上や店舗作業の軽減による店舗オペレーションの改善を推進するなど
　ＩＴの活用による収益体質の強化に努めました。また、積極的に店舗統廃合を行うとともにリニューアルを実施すること
　で、デジタル関連商品の品揃えの充実も図りました。
　　店舗政策につきましては、新店舗として愛媛県松山市のNEW松山店をはじめとする計10店舗を開設し、また、新潟県
　新潟市の桜木店をはじめとする計20店舗を閉店したことから、当第３四半期末の店舗数は237店舗となりました。
　　以上の結果、当第３四半期での売上高は3,723億44百万円（前年同期比2.9％増）、経常利益は43億18百万円、四半
　期純利益は20億38百万円となりました。

経　常　利　益 四　半　期
（当期）純利益

１株当たり四半期
(当期）純　利　益

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

売    上    高 営　業　利　益
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  (2)  財政状態（連結）の変動状況

百万円 百万円 ％ 円　　銭
17年3月期第3四半期 236,089 66,241 28.1 1,702.44
16年3月期第3四半期 - - - -

(参考）16年3月期 207,904 64,804 31.2 1,665.50

  (3)  連結キャッシュ･フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円
17年3月期第3四半期 10,160 △ 8,521 14,028 35,528
16年3月期第3四半期 - - - -

(参考）16年3月期 8,961 △ 9,013 △ 236 19,858

[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]

　　当第３四半期における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比して156億69百万円増加し、355億28百万円と
　なりました。
　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）
　　　　当第３四半期において、営業活動の結果得られた資金は101億60百万円となりました。これは主に売上債権の増
　　　加額が98億83百万円あったものの、仕入債務の増加額が104億91百万円、税金等調整前四半期純利益が38億64
　　　百万円、減価償却費が36億13百万円、たな卸資産の減少額が18億95百万円あったことによるものであります。
　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）
　　　　当第３四半期において、投資活動の結果使用した資金は85億21百万円となりました。これは主に新規店舗設置の
　　　ための有形固定資産の取得による支出が83億76百万円あったことによるものであります。
　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）
　　　　当第３四半期において、財務活動の結果得られた資金は140億28百万円となりました。これは主に長期借入金の
　　　収支による純減少額が52億29百万円あったものの、短期借入金の純増加額が140億円、新株予約権付社債の発行
　　　による収入が60億円あったことによるものであります。

３．平成17年 3月期の連結業績予想（ 平成 16年 4月 1日  ～  平成 17年 3月 31日 ）
　

百万円 百万円 百万円
通　　　　 期 503,800 5,900 2,634

　（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期）            67 円  69 銭

(参考）　平成17年3月期の個別業績予想（平成16年4月１日　～　平成17年3月31日）
　

中間期 通　期
百万円 百万円 百万円 円　銭 円　銭 円　銭

通　　　　 期 503,000 6,000 2,734 6.50 10.00 16.50
　（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期）            70 円  26 銭

[業績予想に関する定性的情報等]

　　平成17年3月期の連結業績予想につきましては、概ね予想どおりに推移しており、現時点においては、平成16年11月
　19日の平成17年3月期決算発表時の予想を変更しておりません。

　※上記の予想は、本資料の作成時点において入手可能な情報に基づいて作成したものです。実際の実績は、今後様々な要因に
　　よって、予想数値と異なる可能性があります。

○　添付資料

　　・ （要約）四半期連結貸借対照表
　　・ （要約）四半期連結損益計算書
　　・ （要約）連結キャッシュ・フロー計算書

売   上   高 経　常　利　益 当 期 純 利 益 1株当たり年間配当金

売   上   高 経　常　利　益 当 期 純 利 益

キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー キャッシュ・フロー 期　 末 　残 　高
現金及び現金同等物営業活動による 投資活動による 財務活動による

１株当たり株主資本総  資  産 株  主  資　本 株主資本比率
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（  要  約  ）  四  半  期  連  結  貸  借  対  照  表 

 

（単位：百万円） 

 
当第３四半期連結会計期間末 

（平成16年12月31日） 
前連結会計年度末 

（平成16年3月31日） 

区    分 金  額 構成比 金  額 構成比 

（資産の部）  ％   ％ 

Ⅰ 流動資産       

１．現金及び預金  35,528   19,882  

２．受取手形及び売掛金  17,344   7,460  

３．たな卸資産  71,812   73,707  

４．繰延税金資産  1,022   1,062  

５．その他  6,796   7,078  

６．貸倒引当金  △  128   △  102  

流動資産合計  132,375 56.1  109,089 52.5 

Ⅱ 固定資産       

(1)有形固定資産       

１．建物及び構築物  51,561   49,904  

２．土地  20,626   18,099  

３．その他  3,275   2,982  

有形固定資産合計  75,463 31.9  70,987 34.1 

(2)無形固定資産  878 0.4  783 0.4 

(3)投資その他の資産       

１．投資有価証券  834   769  

２．長期差入保証金  22,249   22,212  

３．繰延税金資産  768   545  

４．その他  3,565   3,562  

５．貸倒引当金  △  46   △  46  

投資その他の資産合計   27,372 11.6  27,043 13.0 

固定資産合計  103,714 43.9  98,814 47.5 

資産合計  236,089 100.0  207,904 100.0 
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（単位：百万円）   

 
当第３四半期連結会計期間末 

（平成16年12月31日） 
前連結会計年度末 

（平成16年3月31日） 

区    分 金  額 構成比 金  額 構成比 

（負債の部）   ％   ％ 

Ⅰ 流動負債       

１．買掛金  52,647   42,155  

２．短期借入金  14,000   －  

３．１年以内返済予定長期借入金  26,302   20,033  

４．１年以内償還予定の社債  200   200  

５．１年以内償還予定の転換社債  10,000   10,000  

６．その他  12,876   11,883  

流動負債合計  116,026 49.1  84,272 40.5 

Ⅱ 固定負債       

１．社債  400   500  

２．新株予約権付社債  6,000   －  

３．長期借入金  44,638   56,137  

４．ポイント引当金  1,336   833  

５．その他  1,446   1,356  

固定負債合計  53,821 22.8  58,827 28.3 

169,847 71.9 143,099 68.8 負債合計 
   

 
  

（少数株主持分）       

少数株主持分  － －  － － 

       
（資本の部）       
Ⅰ 資本金  18,914 8.0  18,914 9.1 

Ⅱ 資本剰余金  20,938 8.9  20,938 10.1 

Ⅲ 利益剰余金  26,255 11.1  24,858 12.0 

Ⅳ その他有価証券評価差額金  134 0.1  93 0.0 

Ⅴ 自己株式  △     0 △0.0  △     0 △0.0 

資本合計  66,241 28.1  64,804 31.2 

負債、少数株主持分及び資本合計  236,089 100.0  207,904 100.0 
       

   （注）１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．平成16年３月期の第３四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。 

３．当第３四半期末日は金融機関が休日のため、期末日満期受取手形29百万円は満期日に決済が行われた 

ものとして処理しております。 
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（  要  約  ）  四  半  期  連  結  損  益  計  算  書 

（単位：百万円） 

 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成16年４月１日 

至 平成16年12月31日） 

前連結会計年度 
（自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日） 

区    分 金  額 百分比 金  額 百分比 

   ％   ％ 

Ⅰ 売上高  372,344 100.0  476,156 100.0 

Ⅱ 売上原価  310,792 83.5  400,405 84.1 

売上総利益  61,551 16.5  75,751 15.9 

Ⅲ 販売費及び一般管理費  63,348 17.0  83,197 17.4 

営業損失  1,796 △0.5  7,446 △1.5 

Ⅳ 営業外収益       

１．販促協賛金  6,941   11,677  

２．その他  235   275  

      営業外収益合計  7,177 1.9  11,953 2.5 

Ⅴ 営業外費用       

１．支払利息  868   1,119  

２．その他  193   245  

営業外費用合計  1,061 0.3  1,365 0.3 

経常利益  4,318 1.1  3,141 0.7 

Ⅵ 特別利益  － －  302 0.1 

Ⅶ 特別損失  454 0.1  1,671 0.4 

税引等調整前四半期純利益 
又は当期純利益  3,864 1.0  1,772 0.4 

法人税等  1,825 0.5  1,280 0.3 
四半期純利益 
又は当期純利益  2,038 0.5  492 0.1 

       
（注）１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．平成16年３月期の第３四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。 
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（  要  約  ）  連  結  キ  ャ  ッ  シ  ュ  ・  フ  ロ  ー  計  算  書 
（単位：百万円）         

 
 

 

当第３四半期連結会計期間 
自 平成16年４月１日 
至 平成16年12月31日 

前連結会計期間 
  自 平成15年４月１日 

至 平成16年３月31日 
区 分 金   額  金   額  

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期（当期）純利益  3,864 1,772 
減 価 償 却 費 3,613 4,821 
ポイント引当金の増減額（減少：△）  503 833 
貸倒引当金の増減額（減少：△） 26 82 
受 取 利 息 及 び 配 当 金 △     82 △    107 
支 払 利 息 868 1,119 
固 定 資 産 除 却 損 411 70 
売上債権の増減額（増加：△） △  9,883 3,850 
たな卸資産の増減額（増加：△） 1,895 265 
その他の流動資産の増減額（増加：△ ）  258 △    245 
仕入債務の増減額（減少：△） 10,491 △    983 
その他の流動負債の増減額（減少：△ ）  160 △    539 
そ の 他 23 △     41 

小     計 12,150 10,898 
利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 86 125 
利 息 の 支 払 額 △    872 △  1,030 
法 人 税 等 の 支 払 額 △  1,204 △  1,033 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,160 8,961 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △  8,376 △  8,950 
そ の 他 △    144 △     62 

投資活動によるキャッシュ・フロー △  8,521 △  9,013 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金純増減額（減少：△） 14,000 △ 11,000 
長 期 借 入 れ に よ る 収 入 10,000 30,021 
長期借入金の返済による支出 △ 15,229 △ 18,418 
新株予約権付社債の発行による収入  6,000 － 
配 当 金 の 支 払 額 △    641 △    639 
そ の 他 △    100 △    200 

財務活動によるキャッシュ・フロー 14,028 △    236 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 2 △      4 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） 15,669 △    292 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 19,858 20,151 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末 
（期末）残高 

35,528 19,858 

（注）１．記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．平成16年３月期の第３四半期は開示しておりませんので、記載を省略しております。 

 


